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」 。「国際成人力調査 （ＰＩＡＡＣ)」と呼ばれる調査をご存じですか

これは「経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）」が行おうとしている国際比

較調査で，各国の成人が日常生活や職場で必要とされる技能がどの程

度備わっているかを調べようというものです。話題となった「生徒の

学習到達度調査」いわゆる「ＰＩＳＡ」の大人版で，日本を含む２７

か国がこの調査に参加し，日本では，この５月から７月にかけて予備

調査が進められ，国内に居住する１６歳から６５歳の６０００人が参

加することとなっています。

調査は，読解力，数的思考力，ＩＣＴを活用した問題解決能力の３

分野で，日常生活の様々な場面で文章や図などの形で提供された情報

を理解し，課題の解決に活用する力がどの程度備わっているかを測定

します。

さて，ＩＣＴを活用した問題解決能力とは具体的にどんな問題で測

定するのでしょうか。探ってみると次のような例示がありました。

・ 指定された条件を満たす商品をインターネットで購入する。

・ 複数の人のスケジュールを調整したうえで，インターネットでイ

ベントのチケットを予約する。

・ 表計算ソフトで作成された名簿を用いて，条件を満たす人のリス

トを作成したうえで，そのリストをメールで送信する。

さらに，読解力や数的思考力調査で情報活用能力に関連すると予想

される問題には，次のようなものもありました。

・ 図書館の蔵書検索システムを使って，指定された条件に合う本を

選ぶ。

・ 商品の生産量についての表をグラフにする。

調査は，調査専用のソフトがインストールされた調査員が持参する

パソコンで行うので，ソフトを操作する力に左右されることはないそ

うです。

今後，名古屋市情報教育研究会で進めている「情報活用能力を育て

るＩＣＴ活用」にこれらの調査結果を生かしつつ，社会の一員として

必要とされる成人力の育成にもつなげていけるようにしていきたいと

考えています。

今後とも本研究会への変わらぬご理解，ご協力をお願いいたします。




